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神経発生に関わる Atf5や GnRHなどの遺伝子、統合失調症に関連する Apoe遺伝子や Ptpn21遺伝子、炎症関連




栄養制限をかけた胎生 5.5日から 10.5日は胞胚の着床直前から神経管閉鎖前の時期であり、ヒトでは妊娠約 6日
から第 4週に相当する。内部細胞塊から神経胚を形成していく過程における低栄養暴露が、神経発生に関わる遺
伝子のみならず、Apoeなど統合失調症に関連する遺伝子の発現異常を引き起こすことが明らかとなった。した
がって、神経幹細胞の性質変化がニューロンやグリアに受け継がれ、仔に行動異常を引き起こした可能性が考え
られた。現在、胎生期に低栄養暴露した成獣の脳を用いて前頭皮質など行動異常に関連する部位の遺伝子発現解
析および免疫組織学的を行い、神経幹細胞の変化と行動異常との関連を調べている。 
